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前回までの連載で、映像の中継サーバーに必要なアプリケーションは一通
り揃ったので、今回はこうしたアプリケーションを組み合わせて、映像を中
継するサーバーを実際に動かすまでの手順を解説しよう。なかでも、これま
でやや駆け足に紹介してきたアプリケーションについて、実際の使用時に
注意すべき点などを挙げてみたい。 text：塩田紳二
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My Sweet
Home Server

ブロードバンドは自宅サーバーで遊ぼう！
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これまで紹介してきたサーバーとソフトウェアを組み合わせて、家中の映像機器をコントロールする自宅サーバーを
完成させる。

自宅のテレビを外出先でも見られるよう

にしたい、という一見素朴なテーマから始

めたこの連載だが、これを実現するにはず

いぶん用意するものが多くなってしまった。

右下の図が今回作る自宅サーバーの全体

像で、映像を取り込むビデオキャプチャー

ボードに加えて以下の3点を使用する。

・ドコデモTV（ソフトウェア）

・PPTPサーバー機能に対応したルーター

・パソコンに接続できる学習リモコン

まず、ドコデモTVはテレビ中継を前提

としたストリーミングサーバー用のソフトウ

ェアだ。ユーザー名とパスワードの認証機

能があり、見たいチャンネルや映像のビッ

トレートも変更できるのが特徴だ。これを

インストールすれば、たとえばノートパソコ

ンと無線LANの環境があれば、家のどこ

からでもテレビが見られるようになる。

これを外出先からも見られるようにする

には、自宅のLANにはPPTPで接続する

方法がもっとも簡単かつ安全だ。ルーター

の設定で外部からアクセスできるポートを

空けるという方法もあるのだが、不正アク

セスが横行している現状ではあまりおすす

めできない。PPTPサーバーというとおお

げさに聞こえるかもしれないが、最近発売

されたルーターの中にはPPTPサーバー

機能を持っている機種があるので、こうし

た製品を使えば簡単に実現可能だ。

学習リモコンは、さらにこのシステムを拡

張するのに必須となる。ドコデモTVでは、

ビデオキャプチャーボード内蔵のチューナ

ー、つまり地上波放送のチャンネルは変え

られても、衛星チューナーのような外部の

機器まではコントロールできないからだ。

以上に加えて、外部からサーバーマシン

を操作できる「リモートデスクトップ」もな

にかと必要になる。このため、サーバーマ

シンには標準でこの機能が搭載されてい

るウィンドウズXPプロフェッショナルをOS

として使うことを前提としたい。
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それでは、まずはリモートデスクトップ

から設定することにしよう。サーバーとな

るマシンの設定は、コントロールパネルの

「システム」を開き、「リモート」タブをクリ

ックする。ここで、「このコンピュータにユ

ーザーがリモートで接続することを許可す

る」というチェックボックスをオンにして

「OK」ボタンを押せば、設定は完了だ

（①）。

一方、このサーバーに接続するマシンの

側だが、ウィンドウズXPの場合には接続用

のソフトウェアが標準でインストールされて

いる。スタートメニューの「プログラム」→

「アクセサリ」→「通信」にある、「リモート

デスクトップ接続」がそれだ。ただし、ウィ

ンドウズ98やMeの場合には、ウィンドウズ

XPプロフェッショナルのCD-ROMに接続

用のアプリケーションが用意されているの

で、そこからインストールすれば問題ない。

「リモートデスクトップ接続」のダイアログボ

ックスが表示されたら、あとはコンピュー

タ名を入れて「接続」ボタンを押すだけだ

（②）。ただし、PPTPなどを経由するとコ

ンピュータ名ではうまく接続できないこと

があるので、この場合にはIPアドレスを直

接指定する。

リモートデスクトップは、接続する回線

がかなり低速でもそこそこ動作するように

できている。低速回線の場合には、デスク

トップの背景やアニメーションなどを省略

することで、データ転送量を抑えるしくみ

になっているためだ。この連載ではブロー

ドバンドのユーザーを対象にしているが、

テレビの視聴のためのストリーミングデー

タへの影響を最小にしたいので、わざと低

速回線での接続用の設定にしておいたほ

うがいいだろう。この設定はリモートデス

クトップ接続の起動画面で「オプション」ボ

タンを押し、「エクスペリエンス」タブを開

く。ここで接続速度として最低の「モデム

（28.8kbps）」を選択しておけばOKだ（③）。

ヤマハのブロードバンドルーター「ネット

ボランチ」シリーズは、最近発売された機種

にはPPTPサーバー機能がついているの

で、これを使えば安全に外出先から自宅サ

ーバーへのアクセスが可能となる。ルータ

ー側にはユーザー名とパスワードを指定す

るだけで、接続する側はダイアルアップネッ

トワークと同じ要領でユーザー名とパスワ

ードを指定し、電話番号の代わりに接続先

となるマシン名（またはIPアドレス）を指定

すればOKだ。

ヤマハのネットボランチシリーズ「RTA55i」。PPTPサ
ーバー、ダイナミックDNS対応など自宅サーバーで使う
のに便利な機能が満載のルーターだ。

www.netvolante.jp
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続いて、ドコデモTVの設定を行う。ド

コデモTVはオンライン販売されているソ

フトウェアで、1チャンネルだけが中継でき

る試用版も用意されている。まずはこれ

で、自分の環境で動作するかを確認してか

ら、ライセンスキーを購入してほしい。

まず、ドコデモTVのウェブ から、

使用しているキャプチャーボードに対応し

たプログラムをダウンロードする。このプ

ログラムを実行すると、サーバー用とクラ

イアント用の各プログラムが置かれた2つ

のフォルダーができる（フォルダー名に

「client」とある方がクライアント用、そうで

ないほうがサーバー用）。サーバー用のフ

ォルダーにはSetup.exeがあるので、これ

を使ってインストールする。インストール時

には使用するポート番号と、ユーザー名と

パスワードの入力が必要になる（①）が、ポ

ート番号は標準の80と8080で問題ないだ

ろう。また、ユーザー名とパスワードは後

で変更できる。インストールが終わって再

起動すると、タスクバーにTV型のアイコン

が表示される。このアイコンを右クリックし

て「設定」を選択し、「ドコデモTVサーバ」

タブからTVチューナーユニットの設定を

選んでチャンネルの設定などを行えばサー

バー側の設定は完了だ（②）。

テレビを見る側のパソコンには、さきほ

どダウンロードして展開したクライアント用

のプログラムを、適当なフォルダーに移動

して、「atvclient.exe」を実行すればいい。

あとは、ファイルメニューから「接続」を選

ぶと、自動的にLAN内のサーバーが検索

されてマシン名が表示されるので、これを

選択すれば、テレビが中継されるようにな

るので、あとはチャンネルの変更やビット

レートの変更を試してほしい（③）。

中継サーバーは以上で完成だが、外部

機器を使う方法については次号で解説し

たい。

www.dokodemotv.com
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ヤマハのネットボランチシリーズのもう1

つの特徴は、ルーターがダイナミックDNS

機能に対応している点にある。ルーター側

に使いたいホスト名を指定すると、ヤマハ

のサーバーにIPアドレスが登録され、外部

から「ホスト名.xxx.netvolante.jp」というア

ドレスが使えるようになるのだ。これを使え

ば、PPTPサーバーにアクセスする際もIP

アドレスをいちいち調べなくていい。自宅サ

ーバーを構築したい人には、こうした機能の

充実しているネットボランチシリーズはかな

りおすすめのルーターだ。

設定はネットボランチの「かんたん設定画面」で、「ネッ
トボランチDNSサービス」にホスト名を登録するだけで
OKだ。

ホ ー ム サ ー バ ー 構 築 テ ク ニ ッ ク
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テレビ中継アプリケーション
インフォシティ
ドコデモTV

www.dokodemotv.com
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